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保護者様

学校再開に伴う今後の対応（お知らせとお願い）

新潟市立両川小学校

校長 中村 雅芳

保護者の皆様におかれましては，日頃より当校の教育活動にご理解とご協力を賜り，感謝申し上げます。

新潟市及び新潟市教育委員会の決定を受けて，６月１日（月）より通常の教育活動を再開することとなり

ました。再開にあたりましては，新潟市教育委員会から出された「学校再開ガイドライン」に従い，子ども

たちの健康・安全に最大限の配慮をすることと，子どもたちの学習の遅れ（２３日間分）を取り戻すことの

２点に全力を注いでいく所存です。つきましては，保護者の皆様にお願いしたいことと，６月以降の大まか

な教育計画の変更を以下に記します。

ご負担をおかけすることとなりますが，子どもたちの健康・安全の確保と，健全な教育活動維持のために，

ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

記

１ 保護者の皆様にお願いしたいこと（４／６配付文書に追加して）

・熱中症の発生が懸念される場合や体育授業時以外では，基本的にマスクを着用して過ごします。毎日，

マスクを忘れずにもたせてください。

・毎朝，登校前に，体温計で体温を測って健康観察表に記入し，心身の健康状態を確認してください。

・次のような症状がある場合は，登校せず家庭で休養するようお願いします（出席停止）。

□３７．５度以上の発熱 □咳をしている □だるい □のどの痛み □息苦しい

・登校後，３７．５度以上の発熱や風邪の症状（咳・のどの痛み・だるさ・息苦しい等）が見られた場合

は，保護者に連絡します。その際は，学校までお迎えに来ていただき，家庭での休養をお願いします。

・３７．５度以上の発熱が４日以上続く場合，強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合

は「新潟市 帰国者・接触者相談センター（℡ ０２５－２１２－８１９４）」窓口まで連絡してください。

また，検査結果を学校までご一報ください。

・別紙「新型コロナウィルス感染予防のためにできること」を親子でお読みいただき，これからの「新し

い生活様式（にいがたし）」について共通理解をお図りください。

・裏面「ストレスや不安を抱えている子ども 生活リズムが乱れている子ども等を認知する」をご覧いた

だき，様々な観点から子どもの様子をよくみてください。その上で，気になることがあれば，学校まで

ご相談ください。学校でも同様によく観察し，必要に応じて保護者にお伝えします。

２ 授業日，学習内容，主な学校行事の変更

＜授業日＞

・夏季休業開始日 ７月２７日（金）→８月１１日（月） ※実質は８日（土）より夏休み

〃 終了日 ８月２７日（木）→８月２１日（金） ※実質は２３日（日）まで夏休み

＜学習内容＞

・体育での水泳授業は行わない。※市教委の指示

・音楽，図画工作，体育，家庭の実技教科では，感染防止のため，単元の入れ替え等を行う。



・「総合的な学習」は学習内容を精選し，スリム化して行う。

・主要５教科（国・社・算・理・英）の履修を最優先し，履修漏れがないように努力する。

＜主な学校行事＞

・運 動 会 ５月２３日（土）→ ９月２６日（土） ※既に周知

・５年自然教室 ６月１６日（火）・１７日（水）→ １０月２６日（月）・２７日（火）

・持久走記録会 ９月３０日（水）→ 中止 ※既に周知

・ふたかわ祭 １０月２４日（土）→ １１月２８日（土） ※中学校は 10/24(土)に実施

・児童会祭り １１月２７日（金）→ ７月２２日（水）

３ その他

・市教委「ストレスや不安を抱えている子ども 生活リズムが乱れている子ども等を認知する」より，子

どもをよくみる観点です。参考にしてください。

【行動の変化】 【からだの反応】 【以前と異なる，表情や会話の変化】

□ 学校の登校を渋る □ 食欲がない，あるいは過 □ ぼんやりしている

□ 学習意欲が低い 食になる □ ささいなことで泣く

□ ささいなことで物を壊したり □ 体の痛みやかゆみを訴え □ 元気がない，あるいは興奮して

人に攻撃的になったりする る 元気である

□ ささいな物音に驚く □ 眠れない □ 笑わなくなる

□ 一人になることを嫌がる □ 夜尿が始まる，あるいは □ 喜怒哀楽が激しい，あるいは無

□ 好きなことでもやりたがらな 増える 表情になる

い □ 以前にはみられなかった □ 一方的に話し，会話が成立しな

□ 家族に反抗的になる チック（自分の意思とは い

□ 何度も手を洗ったり，少しの 関係なく起こる素早い動 □ コロナウイルスの話をすると，

汚れを気にしたりする 作や発声が繰り返し起こ 表情がかたくなる

□ 親のそばから離れず，強い甘 る状態）が出たりチック

えがみられる が激しくなったりする

＜対応の視点＞

〇 いつもと同じ自然な生活のリズムを心掛ける

〇 子どもが話してきた時には，さえぎらず最後まで聞く

〇 身体の不調を訴えた時は，無理強いせず，ゆっくりと休ませる

〇 子どもの長所や得意なところを認める

〇 「困った行動」の対応では行動観察を行い，一人で抱え込まずに相談する

・今後の国の動向，感染状況等によって，教育計画の再変更をすることもあり得ます。予めご了承くださ

い。なお，不明な点がありましたら，下記までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】

新潟市立両川小学校

教頭 佐久間 郁子

電話 ０２５－２８０－２０４６


